
チャレンジ・ザ・ドリーム

～群馬の明日をひらく～

ＦＭぐんまと当協会の共同制作番組

～群馬の明日をひらく～～群馬の明日をひらく～
平成27年３月５日（第24回）放送

　当協会は、平成25年度より、FMぐんまと共同制作番組を毎月1回放送しています。創業・起業
の応援をメインテーマとし、群馬発の大企業のトップインタビューを中心に構成しています。
　放送内容は、当月報に掲載するほか、当協会のホームページでも公開いたします。

●プロローグ
　こんにちは。ご案内役の奈良のりえです。大企

業トップへのインタビューなどをおよそ１時間に

わたって放送しているチャレンジ・ザ・ドリーム。

今日のトップインタビューは、株式会社フレッセ

イの植木威行社長です。群馬県内外に49店舗の

スーパーマーケットを展開するフレッセイは、皆

さん、ご存じのことと思いますが、実はその歴史

は古く、創業は江戸時代の嘉永３年（1850年）

ということですから、160年以上の歴史があるん

です。変化の激しい流通業界で発展するには、変

化への対応や、新しい取り組みへの挑戦などが必

要なのだと思います。そうしたお話を植木社長に

伺っていきます。また番組後半は、海外勤務の経

験もある50代の女性が去年設立した前橋の会社、

ステージミント株式会社への訪問インタビューで

す。

●トップインタビュー

株式会社フレッセイ
 植木威行社長
̶̶̶県内外にスーパーマーケットを展開する前

橋の株式会社フレッセイの植木威行社長に、FM

ぐんまのスタジオにお越しいただきました。植木

社長、今日はどうぞよろしくお願いいたします。

（植木社長）よろしくお願いします。

̶̶̶植木社長は40代の前半でいらっしゃいま

すか。

（植木社長）もう半ばの44歳です。

̶̶̶あ、そうですか。今日は紺のストライプの

スーツをお召しなんですけれども、すごく貫禄が

あって、オーラを感じますね。

（植木社長）いやいや、そんな、貫禄なんてほど

のものじゃないんです。

̶̶̶その雰囲気はどこからにじみ出てくるのか、

そのあたり、お人柄もたっぷりと今日は伺ってい

ければと思います。

（植木社長）ありがとうございます。

【江戸時代から続くフレッセイの歴史】

̶̶̶フレッセイは、お店の歴史をさかのぼりま

すと、始まりが江戸時代になるそうですね。

（植木社長）実は当社の一番古い出納帳は、1851

年のものが発見されておりまして、そのころはも

う商売を始めていたわけですが、当然１年ぐらい

前には開業はしていたんだろうということで、今、

社内的には1850年というのを開業の年と定めて

【プログラム】

●トップインタビュー

　株式会社フレッセイ

 植木威行社長

●保証協会からのお知らせ

　 女性・若者・シニアチャレンジ資金の創設

について

●チャレンジ企業紹介コーナー

　ステージミント株式会社

◎アナウンサー　奈良のりえ

18



チャレンジ・ザ・ドリーム

～群馬の明日をひらく～

いるんですが、お客さまに対して長く貢献できて

いるということは、私たちの誇りになっているな

というふうに感じています。

̶̶̶スタート時というのは、何か文献とかを見

ると、何屋さんだったとかいうのがあるんですか。

例えば野菜を売っていたとか。

（植木社長）ええ、もともと海産物の卸売業から

始まって、そこから小売りのほうも始めたという

ふうに書かれています。

̶̶̶ああ、お魚ですね。

（植木社長）そうですね。当社のやっぱり出身部

門というのは魚屋なので、今でもやっぱり魚部門

に対するこだわりっていうのは強いものを持って

います。

̶̶̶では、私たちが知っているスーパーマー

ケットになったのは、いつぐらいになりますか。

（植木社長）アメリカからセルフサービスの方式っ

ていうのが日本にも入ってきた時期でして、業務

を転換してスーパーマーケット業を開業したのが、

昭和33年ですね。

̶̶̶それがフレッセイの前身になる松清になる

わけですか。

（植木社長）そうですね、はい、松清本店です。

̶̶̶ちなみにこの松清本店というのは、前橋市

のどこにあったんですか。

（植木社長）中央通りの中の一角にありまして、

今はもうお店はないんですけれども、そこで１店

舗から始めました。早死にしたので会ったことな

いんですが、祖父が開業をしました。

̶̶̶おじいさまがですか。

（植木社長）ええ。

̶̶̶その後、お父さまが社長を務められていた

わけですけれども、子どものころから会社を継ぐ

というような思いってありました？

（植木社長）社長業というのを意識し始めたころっ

ていつなのかなって思い起こしてみると、小学校

の卒業文集で、将来の夢っていうテーマで私が書

いた言葉っていうのが、松清の社長になるってい

うことで、たぶん初めて外に向けて意思表示をし

たのがこのときでしたね。

̶̶̶そうだったんですね。

（植木社長）ええ。父を見ていましたから、そう

なりたいっていう気持ちはやっぱり強く持ってい

ました。

̶̶̶さて、大学卒業後、一度別の会社にご勤務

をされてから、フレッセイに入社したそうですね。

（植木社長）はい。

̶̶̶これはどうしてですか。

（植木社長）就職活動するときに、将来父と一緒

に仕事をしたいっていうふうに思っていましたの

で、父と相談して、そのころ、中小のスーパーマー

ケットが集まってグループをつくって、全国組織

になっていたCGCグループっていうのがあった

んですね。そこで、プライベートブランドって、

今ではプライベートブランドの商品って、もうた

くさんありますけれども、当時はそんなになくっ

て、商品開発って本当に楽しそうだなっていうの

もあったし、スーパーマーケットじゃなくて、業

界を俯瞰的に見渡せるような立場のほうが将来い

いのかなっていうのもあったんで、東京の新宿に

ある、CGCジャパンという会社に４年半ぐらい

勤めさせていただきました。で、その在籍の後半

の部分では、具体的に商品開発の部署に配属をさ

せてもらって、今でも、数品ですけど、私が手掛

けた商品も残って、うちでも売っているんですね。

̶̶̶そうなんですか。思い出の商品ですね。

（植木社長）ええ。

【フレッセイに入社】

̶̶̶そして、フレッセイに1998年に入社され

たそうですが、このころのスーパーマーケットを

取り巻く環境は、どんな様子だったのでしょうか。

（植木社長）大手さんが非常に業績を伸ばされて、

価格を安くっていうような、そういう流れってい

うのが非常に強かった時期でして、やっぱり県内

でもそういう価格に対してのお客さまの要望って

いうのが非常に強い時期でした。そういう中で、

当社ってどういう立ち位置でこれから商売してい

くのかっていうことを、入社したころから考える

ようになって、我々の役割って何なのかなって考

えたときに、出した結論っていうのは、食生活を

豊かにする商品を提供するんだ、やっぱりそこだ
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よねっていうことを確認した、そんな時期だった

ですね。

̶̶̶今、お話を聞いていますと、確かに社会全

体が低価格化に向かっているときに、極端な話、

逆の方向を見たというのは、このあたりに怖さと

かいろんなご意見は、社内にありませんでしたか。

（植木社長）もちろん、普段お客さまが買われる

一般的な必需品、生活必需品と言われる商品とい

うのは、お客さまが求めているのはやっぱり安さ

ですから、高級店になろうとかっていうことでは

なくって、安く商品を提供できる仕組みというも

のをつくりながら、一方で、本来当社が担うべき

優良商品というものをしっかりと開発をしていこ

うということに軸足を置いていったという、そん

な感じでしょうかね。

̶̶̶そして、いつもお客さまの目線に立ってと

いう意味では、どんなものをお客さまが欲してい

るのかなあなんていうのも、ずいぶんマーケティ

ングもなさったような時期のようですね。

（植木社長）そうですね。まあマーケティングと

いうほどでもないんですけれども、やっぱりもっ

ともっとお客さまを知らなきゃいけないなと感じ

ていました。もう少し前なんですけれども、

1990年代半ばぐらいにアメリカの視察研修をし

まして、そのときにアメリカでポイントカードの

仕組みを見てきました。ポイントカードでお客さ

まの購買履歴を分析して、よりそのお客さまに

合った商品とかサービスを提供するっていうよう

な、そういう考え方っていうのが、当時アメリカ

では生まれてきた時期でした。それを私も勉強さ

せてもらって、「ああ、こういう仕組みがあるんだ

な」っていうことを知って、その後、当社もこの

ポイントカードをやろうと始めたサービスなんで

すね。やっぱり、特に女性の方って、ポイントを

ためるの、好きなんですね。

̶̶̶はい、楽しみです（笑）。

（植木社長）で、ためる楽しさっていうのも相乗

効果があって。我々にとっては、お客さんの買い

物の動向だとか、嗜好性だとか、買い物特性だと

かっていうことを知ることができるっていう、お

互いにいい仕組みだなっていうのを感じています。

これを今までずっと続けてきましたが、これから

もそのデータを活用し、よりお客さまが求めてい

るものを提供できるような仕組みに磨きをかけて

いきたいなっていうふうに思っています。

̶̶̶本当にそのポイントカードも含めて、さま

ざまな「お客さまのために」という思い、熱い思

いを込めて入社なさったわけですね。

（植木社長）もちろんです（笑）。

̶̶̶はい（笑）。そのころのことって、何か印

象に残っていることとか、思い出などありますか。

（植木社長）本部でバイヤーをやったり、商品部

という、商品を仕入れる部署のところが長かった

ですかね。

̶̶̶そこから何か見えてきたものとかというの

がありますか。

（植木社長）そうですね、やっぱり当社って、商

品力を磨いて、それをお客さまに提供するってい

う非常に意識が高い会社でしたから、その要の部

署で業務をさせてもらってという中では、非常に

勉強になりましたし、これからのいろんなことを

考えていく上で大変いい経験をしたなあと思いま

す。

̶̶̶そうしたさまざまな経験を経て、2009年

に社長に就任されたわけですが、社長になっての

お話を、この後もたっぷりと伺いたいと思います。

さて、その前に、ここで１曲、お届けしたいと思

います。植木社長は音楽に大変お詳しいというか、

お好きで、選曲に２週間ぐらいかけていただきま

した（笑）。

（植木社長）そうなんです、もうね（笑）。

̶̶̶すみません。ちょっと少なかったですねえ、

曲の数が。

（植木社長）そう、２曲に絞るのは大変でした、

本当に。

̶̶̶ごめんなさい。

（植木社長）でも、結果的には、懐かしい曲を選

びました。

̶̶̶懐かしいというと、いつごろ聞いていた曲

ですか。

（植木社長）中学生のときですね。

̶̶̶はい、それでは、私のほうからご紹介いた
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します。アースシェイカーで『シャイニー・デ

イ』。

【社長に就任し新たな取り組みを開始】

̶̶̶さて、2009年に社長に就任されたわけで

すが、このとき、植木社長はお幾つでしたか。

（植木社長）38歳でしたね。

̶̶̶30代の後半で社長ですか。

（植木社長）そのころって、ちょうどリーマン

ショックの直後というか、不景気の影響っていう

のが起き始めたころがちょうど2009年ぐらいで、

周りの人たちに「大変な時期に社長になっちゃっ

たね」って、本当にみんなに同情されて、そんな

ことを言われていたんですけど、でもその当時、

あまり悲観的に感じることなく、景気が悪い時期

だったからこそ、やるべきことってどういうこと

なのかなっていうことを考えられたという部分で

は、逆によかったかなというふうにも感じます。

̶̶̶具体的にどういうことに取り組もうという

ふうに思いました？

（植木社長）そうですね、本当に基本的なことを

しっかりやらなきゃいけないなということを、そ

の当時、感じていまして、ISO9001っていう、

品質マネジメントの仕組みがあるんですけれども、

これを導入しようということを、社長になる

ちょっと前に決心しまして、それをやりながら、

会社の意思決定のプロセスの改善だとか、お客さ

まのニーズっていうのがどういうところにあって、

そのことをどういうふうに体系的に業務に生かし

て商品をつくり上げるかだとか、売り場をつくる

かだとかって、そういう一連の仕組みを見つめ直

すっていう部分では、いい時期だったなっていう

ふうに感じています。

̶̶̶例えば、例を挙げるとどんなことがありま

すか。

（植木社長）それまで人材の経験と勘に頼ってい

たようなところがあって、もちろんこれって素晴

らしいことなんですね。ただ、従業員一人一人が

人材として成長していけるような仕組みに変えよ

うと、転換をしようとした時期ですね。

̶̶̶また、新たな取り組みとしては、食物残渣

のリサイクルや、特例子会社をつくっての障害者

雇用なども行っていますよね。

（植木社長）そうですね。スーパーマーケットって、

売りっ放しの業種じゃないんですね。長くお客さ

まに利用してもらわなきゃ成り立たない、そうい

う商売ですから、地域に根差した企業であり続け

るっていうことにつながるんですね。で、そうい

うふうに考えていくと、自分たちってどういうこ

とをやっていかなきゃいけないのかなっていうこ

とが定まってくるわけです。まず、やっぱりそう

いうことでは、食物残渣の問題っていうのは、我々

に課された責任っていうのは大変大きなものが

あったので、幾つか団体さんと取り組んだり、高

崎経済大学共同事業のような形で、当社で出てい

る野菜のくずだとか、残飯だとか、そういったも

のを引き取っていただいて、それを豚用の飼料に

変えて、それでその飼料を当社がお付き合いして

いる養豚業者さんのほうに供給をしていただいて、

その豚をまたうちで取り扱ってっていう、この循

環というものをしっかりつくろうというようなと

ころも、その仲間に加えさせていただいてやり始

めたころですね。

̶̶̶そして、特例子会社についても、労働の場

を提供するというような、そんな位置付けでな

さっているんですね。

（植木社長）そうですね、ええ。労働の場を提供

するっていうのは企業の役割の一つですから、そ

ういう役割の中で、どんな会社がいい企業ってい

うふうに言われるんだろうなっていったら、働く

方々っていうのは、それぞれ価値観が違ったり、

能力も違う、特性も違う、働くことに対する考え

方も違う、時間帯も違う、いろんな方々がいるわ
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けで、そういう方々のニーズに応じた働き場所を

提供できるのが、社会から必要とされる企業なん

だろうなっていうふうに思っていました。当然、

地域の中には障害をお持ちの方だっていらっしゃ

いますから、障害をお持ちの生活者の方々もしっ

かりと働いていただける場を企業として体制を整

えて、最終的にはやっぱり働くことによって自己

実現ができるような、そういう働き方をしていた

だきたいなということがあって、目標だとか、目

的だとか、計画だとかっていうことを共有できる

ようなところまでやりたいなと思っているんです

ね。これから特例子会社をもっともっと活用して、

地域の方々が活躍できる場面というのをいろんな

形で提供できるっていうのが、いい会社じゃない

かなっていうふうに思っています。

̶̶̶はい。さらには、番組にもご出演をいただ

いた、次世代型デイサービスのエムダブルエス日

高さんのところに移動販売もなさってますよね。

（植木社長）そうですね。お店に来られないお客

さまもいらっしゃるわけなので、そういう買い物

弱者と言われるお客さまに対して何ができるのか

なっていうことを考えたときに、エムダブルエス

日高さんからそんなお話も頂いて協力させていた

だいたり、あとは、今はまだ３店舗での実験の段

階なんですけど、年配の方々には、お店には来れ

るんだけれども、重たいものを持って帰れないと

いう、そういうニーズもあるので、来ていただい

て、買っていただいて、荷物を置いていっていた

だいて、数時間後に自宅に低料金でお届けするっ

ていうような、そんなサービスも始めました。こ

の辺をうまく組み合わせながら、事業として成り

立つような形の上で提供し続けたいなというふう

に思っています。

【アクシアルリテイリング】

̶̶̶そうした新たな取り組みにも挑戦してきた

植木社長ですけれども、一番の決断は、これでは

ないかなと思います。新潟県を拠点とするスー

パーマーケット、原信ナルスと、去年、2014年

に経営統合をしましたよね。

（植木社長）はい。社長になったときからずっと

考えてきていまして、群馬県でスーパーマーケッ

ト・フレッセイっていえば、それなりの店舗数も

あったり、お客さんも本当に毎日来ていただい

てっていう、そのことに対して何か安住している

ような気持ちを従業員も持っていたり、私自身も

そういう安住しているような気持ちもあったり、

もっとどんどん、どんどん高みを目指していかな

きゃいけないなっていうふうに思っている中で、

もともと原信ナルスさんとは、さっき話をした

CGCグループで同じ仲間だったので、情報交換

はずっとしていた仲だったんですけど、原信ナル

スさんって、TQMの活動、トータルクオリティ

マネジメントといって、現場の改善活動っていう

のを非常に盛んにやられている企業でして、自分

の課題や問題というものを自分自身で解決をして

いくっていう姿勢がしっかりと定着して、その手

法っていうか、そういうものが非常にうまく回っ

ているなということを感じて、この仕組みってす

ごいなっていうことで、いろいろ情報交換をさせ

てもらったりしていました。ですので、統合の話

になったときに、フレッセイが主導的にそのグ

ループの中心であるっていうことって、もちろん

私、社長ですからね、そういう夢っていうのもも

ちろんあったんだけれども、だけどやっぱりフ

レッセイがよくなるために、どういう形がいちば

んいいのかなっていうことを考えたときに、やっ

ぱり自分たちよりも優れたノウハウを持っていた

り、自分たちよりもレベルの高い企業と組んだほ

うが絶対フレッセイのためになるなというふうに

思いました。時間はそんなに悠長に待ってられな

いなっていうか、競争環境ってどんどん、どんど

ん変わってきて、当社よりも規模の大きい企業し

か残っていないような状況でしたしね。そういう

ところとしっかりと対抗できる形っていうのをつ

くるためには、自分たちはもう一皮むけなきゃい

けないんだっていうところがあったので、その最

短距離をいくには、その形が一番いいんだろう

なっていうふうに考えて、経営統合という形にな

りました。そこからやっぱり、いろんなことを両

者で比較をしながらだとか、いろんな良さを共有

しながらだとかっていうことを、この１年半ぐら
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いやりまして、まだまだ本当の意味でお客さまに

対して「フレッセイ、変わったな」っていうふう

に思ってもらえるレベルにはまだなってないと思

うんですが、これからたぶん、間違いなくそうい

うふうに変わっていく姿っていうのはお見せでき

ると思うんです。そのために私も決断をしたって

いう、そういう感じなんでね。

̶̶̶この今、お話に出ている原信ナルスと、そ

してフレッセイなどで構成されているのが、アク

シアルリテイリングということですか。

（植木社長）はい。

̶̶̶これはどんな仕組みになっているんでしょ

うね。

（植木社長）ホールディングカンパニーって言って、

経営企画的な業務だとか、あとは法務の業務だと

か、そのグループ全体の中の共通業務というもの

をホールディングスで持って、それであとは事業

会社それぞれがそれぞれの地域に根差した商売を、

それぞれするっていう、そういう感じなんですよ

ね。

【プライベートの時間】

̶̶̶少し仕事のことを離れて、プライベートな

一面も伺えればと思いますが、植木社長、ギター

が趣味だそうですね。

（植木社長）中学生のときに親戚からフォークギ

ターを頂いて、それをきっかけにギターを独学で

やるようになって、オフコースとか、アルフィー

とかが好きでした。で、だんだんとその音楽にの

めり込んでいく中で、いろいろロックとか、もう

少し激しいハードロックとかも好きになって、中

学のときに、本当に何曲かしかやらなかったんで

すけど、バンドを組んで、高校になってからもバ

ンドを続けて、大学までずっとサークルでやって

いて、趣味としては一番長いかなっていう感じで

すね。

̶̶̶今でもバンドを組んでやっていたりとかす

るんですか。

（植木社長）ロータリーの仲間とバンドをやって、

年に何回か、そのお披露目をするような場面があ

るので、楽しんでやってますよ。

̶̶̶それから、私、ちょっと気になっていたの

が、腕に数珠ですか、パワーストーンですか。

（植木社長）ああ、そう、これはね……。

̶̶̶２つしている。

（植木社長）そうなんです、１つは、かみさんに

プレゼントで頂いたものなんだけれども、もう１

つは興福寺のものです。今、改築をしているんで

すね、興福寺。その改築している興福寺の材木の、

その端材でつくった数珠なんですね。

̶̶̶すごい、貴重ですね。

（植木社長）いや、貴重じゃないんです。売店で売っ

ているんですよ（笑）。私、驚かれるかもしれな

いんだけど……。

̶̶̶何ですか。

（植木社長）仏像を見るのが大好きで。

̶̶̶仏像鑑賞？

（植木社長）ええ、仏像鑑賞が大好きで、きっか

けになったのって、興福寺の阿修羅像ってある

じゃないですか。あれを見て感化されちゃったっ

ていうかね。阿修羅って、戦い好きな好戦的な邪

神、よこしまな神様なんですね。修羅道とかって

言うじゃないですか。修羅の道とかね。

̶̶̶修羅場とか。

（植木社長）うん、そうそう、修羅場とか。ああ

いうところの神様で、戦い続けなきゃならない運

命にある神様なんですね。帝釈天に戦いを挑み続

けるんです。で、負け続けるんですね。なんだけ

ども、そんな中で仏陀の言葉に感激して、それで

仏教に帰依するんですね。そういう物語になって

いるんです。で、その、お釈迦様の言葉を聞いて、

今まで自分のしてきたことを悔い改めるような、

そういう表情っていうのが興福寺の阿修羅像の表
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情だって言われているんですね。

̶̶̶阿修羅像っていうと、厳しい顔のように思

うんですけれども、興福寺に関しては、どちらか

というと、りりしい美少年風の柔らかな……。

（植木社長）そうそう、優しい顔をして、阿修羅

のイメージとは全然違う阿修羅像なんですけど、

私もこういう社長業をやらせてもらっている中で、

戦い続けなきゃならない運命なんでね、いずれ

やっぱりそういう、ふと心の安らかになる時期を

迎えられるようになりたいなっていうのがまず

あって、いずれ興福寺の阿修羅像のような、そう

いう悟りの心境というか、そういうのを自分自身

で感じることができる時期が来たらいいなってい

うふうに思っていて、年に１回ぐらいは奈良まで

行って、阿修羅像を見てくるんですよね。この間

も実は行ってきたんです。

̶̶̶ああ、そうですか。

（植木社長）そう。あと、待ち受け画面も阿修羅

にしたし……。

̶̶̶ああ、本当だ、社長（笑）。どこまでも阿

修羅マニアですね。

（植木社長）そうそう（笑）。

【今後の目標】

̶̶̶まだまだプライベートなお話も聞きたいん

ですが、仕事の話に戻りまして、あらためてフレッ

セイの今後の目標をお聞かせいただけますか。

（植木社長）はい。これからスーパーマーケット

に求められるものって、たぶん少しずつ変わって

いくんだと思うんですね。食べることって、本当

に大事なことなんだけども、今の世の中、ちょっ

とその辺がないがしろにされているような風潮も

ある中で、自分たちがやるべきことっていうのは、

お客さまの一生涯の食生活を支えるっていうこと

を目指していかなきゃいけないなっていうふうに

思っているんです。というのは、やっぱり健康寿

命を延ばしていただきたいっていう、そういうこ

とに対して、我々ってどんな役割が果たせるのか

なっていうことを突き詰めて考えていきたいなっ

ていうふうに思っていまして。よく社員にもお話

しするんですけど、「フレッセイのおかげで、おい

しい食べ物に囲まれて一生涯送れたよ」って年配

の方から言われるっていう、そんなことが夢なん

ですね。そんな中でも、今、どんどん核家族化が

進んで、それで、しかも共働きになって、料理す

る時間とか機会っていうのが少なくなっている

方々も本当に多くなってきているんですけれども、

子どもたちが料理っていうものにあまり関心がな

くなっちゃたり、関わったりしなくなっていると

いうことが今の傾向としてあるのでね。そうする

とやっぱり食文化が継承されないんですよね。も

ちろん、スーパーマーケットにとって、お客さま

が望むものを提供するっていうのは当然の話です

から、うちも惣菜だとか、お寿司だとか、すぐに

食べられるものっていうものを、どんどん、どん

どん、やっぱりおいしいものをっていうことを

やっていく片方で、素材をしっかりやっぱり買っ

てもらって、それを調理するっていうことをもう

少しね、やってもらえるような提案だとか、子ど

もたちにそういう場面を提供するだとか、料理教

室だとかね、あとは今、お弁当の日っていうのが

全国で進められているんですけれども、そのお弁

当の日の推進にご協力させていただいたりだとか、

講演会活動をやったりだとか、そういうことをや

りながら、食生活を豊かにする、食文化を継承す

る、そういったことの一役を担っていかなきゃい

けないなということで、我々、しっかりサポート

していきたいなというふうに思っています。

【起業家や後継者へのメッセージ】

̶̶̶最後に、これから起業したいと考えている

人や、事業を引き継いでいく人へのメッセージの

意味も込めて伺いたいんですけれども、会社を経
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営していく中で大切なことは、植木社長、何だと

思いますか。

（植木社長）やっぱり、「志」って一番大事だと思

うんですよ。何を何のためにやるのかっていうこ

とが、ずっと心の中に刻み込まれて、その目的の

下でやり続けるっていうことがやっぱり大事なこ

とで、起業する人もそうだし、事業を引き継ぐ人

も、心の出発点においては同じだと思うんですね。

だから、そういう部分で自分の心の出発点という

ものをしっかりと持ち続けるっていうことが、経

営者としては、起業した人もそうだし、事業を継

承した人も同じことなのかなっていうふうに感じ

ています。で、やっぱり企業も人も、社会のため

になる。私たちなんかは、食っていう、本当に大

事なことに携わることができているスーパーマー

ケットに勤めていられる幸せっていうのは、本当

にかけがえのないものだと思うんですよね。だか

らこそ、何のために何をやるのか、それって人の

ためになっているのか、社会のためになっている

のか、そのことが一番大事だなと思います。

̶̶̶これからも、高みを目指したサービスとい

うのを楽しみにしております。

（植木社長）はい、頑張ります。

̶̶̶今日のトップインタビューは、県内外に

スーパーマーケットを展開する株式会社フレッセイ

の植木威行社長にFMぐんまのスタジオにお越しい

ただき、お話を伺いました。さあ、それではもう１

曲、お届けしましょう。選んでいただいたナンバー

ですが、これはどのような思い出の曲ですか。

（植木社長）もともとジャーニーっていうバンド

のオリジナルソングなんですけど、２～３年前に

映画で、『ロック・オブ・エイジズ』って映画が

あって、その映画って、まさしく私たちの世代で

ロックが好きな人間がよく聞いた音楽がバックに

流れる、そういうストーリーの中で形成されてい

る映画なんですけど、その中でカバーされている、

このジャーニーの『ドント・ストップ・ビリー

ヴィン』っていう曲なんですけど、これも実は最

近、バンドでもコピーをしましてね、ギターをやっ

たんですけど、大変私も好きな曲で、ぜひ聞いて

いただきたいなということで。

̶̶̶はい、わかりました。それではお届けしま

しょう。映画『ロック・オブ・エイジズ』のサン

トラからです。『ドント・ストップ・ビリーヴィ

ン』。今日はどうもありがとうございました。

（植木社長）はい、ありがとうございました。

●保証協会からのお知らせ

女性・若者・シニアチャレンジ資金の創設
について
̶̶̶ここからは、群馬県信用保証協会からのお

知らせです。群馬県信用保証協会の栗原さんにお

話を伺います。栗原さん、よろしくお願いします。

（栗原係長）こちらこそよろしくお願いします。

̶̶̶保証協会では、これまでの放送でお伝えし

てきているとおり、平成25年度から、創業応援

チームの拡充や、創業計画サポートガイドの改訂

版の発行、さらに群馬県とタイアップして保証料

を割引した制度、創業チャレンジ資金の取り扱い

をスタートするなど、特に創業支援に力を入れて

いますよね。来年度の新たな創業者向けの支援策

はありますか。

（栗原係長）はい、保証協会では、信用保証業務

のほかにも、相談、診断、情報提供などの各種サー

ビスを行っています。これらは大きく創業支援、

経営支援、再生支援の３つに分かれており、それ

らの業務を３つの支援と名付けて、中小企業の皆

さまの経営を積極的にサポートしています。平成

25年度から特に、創業支援に力を入れ、今ご紹

介いただきましたような支援策を行ってきました。

ご質問の新たな支援策についてですが、当協会で

は４月より、現在の創業チャレンジ資金を拡充し

て、新たに女性・若者・シニアチャレンジ資金を

創設します。

̶̶̶新たな保証制度、女性・若者・シニアチャ

レンジ資金とは、どういった制度ですか。

（栗原係長）はい、この資金は群馬県とタイアッ

プして、保証料を0.2％割引した創業チャレンジ

資金を拡充するもので、女性や34歳以下の若者、

55歳以上のシニアの方々には保証料をさらに

0.05％引き下げして、一律0.45％と、低い保証
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料率でご利用いただけます。また、限度額も1,500

万円と大きく、さらに保証協会の創業応援チーム、

もしくは国が認定した支援機関による創業計画書

作成のアドバイスから創業後の経営相談まで無料

でご利用いただける制度です。

̶̶̶保証協会の新たな保証制度、女性・若者・

シニアチャレンジ資金を活用して、群馬でたくさ

ん創業する方が増えるといいですね。

（栗原係長）はい、そう願っています。保証協会

の創業応援チームが、女性・若者・シニアチャレ

ンジ資金のご利用にあたり、創業計画書作成のア

ドバイス、お客さまが希望する金融機関への橋渡

し、そして、創業後の継続的な経営相談など、親

身になったサポートを行っています。創業をお考

えの方、また創業を考えていても今一歩踏み出せ

ないという方、ぜひ一度、保証協会の創業応援チー

ムにお気軽にご相談ください。

̶̶̶栗原さん、今日はどうもありがとうござい

ました。

（栗原係長）ありがとうございました。

●チャレンジ企業紹介コーナー
ステージミント株式会社

　「チャレンジ・ザ・ドリーム～群馬の明日をひ

らく～」、後半は訪問インタビューです。今日ご

紹介するのは、セミナーやイベントの企画運営な

どを行っている前橋市のステージミント株式会社

です。ステージミントは、海外での勤務経験もあ

る50代の女性が、中小企業庁が行っている起業・

創業支援の補助金を受けて、去年４月に設立した

会社です。それだけでも関心のあるところですが、

実際に行っている事業も興味深いもので、各界の

プロの技を学ぶ女子学生向け無料ワークショップ

の開催や、英会話学習用アプリケーションソフト

の開発など、何やら面白そうな事業を行っていて、

今年度の群馬県ビジネスプランコンテストで優秀

賞を受賞しています。どんな方が何を目指して事

業を行っているのでしょう。前橋市岩神町のス

テージミントを訪問して、青木洋子社長にお話を

伺ってきました。

　私は今、前橋市岩神町のステージミントに来て

います。とてもモダンなお宅なんですけれども、

こちらが自宅兼オフィスだそうです。

̶̶̶こんにちは。

（青木社長）こんにちは。いらっしゃいませ。

̶̶̶青木社長ですか。

（青木社長）はい、青木です。

̶̶̶肩ぐらいのストレートのロングヘアーで、

白のカーディガン、そしてドレープの効いた黒の

スカートをお召し。すごく素敵な青木社長です。

今日はいろいろお話を伺っていきます。どうぞよ

ろしくお願いいたします。

（青木社長）こちらこそ、どうぞよろしくお願い

いたします。

̶̶̶青木社長は、こちらでお生まれになって、

前橋市のご出身なんですか。

（青木社長）そうです。ここで生まれました。

̶̶̶いつまで、こちら、前橋にいらしたんです

か。

（青木社長）高校卒業まで前橋におりました。

̶̶̶そして、素晴らしい経歴をお持ちで、ご紹

介させていただきますと、一橋大学を卒業後、外

資の銀行に就職し、海外勤務を経験し、イタリア

でベンチャー企業を設立したこともあるそうです

ね。

（青木社長）いや、ベンチャーというのは急成長

する企業なので、私の場合にはベンチャーとは言

えないんですけれども、ベンチャー企業で働かせ

ていただいたので、自分もまねをして、何か会社

をつくりたいなと思って、会社設立をいたしまし

た。
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̶̶̶これは、青木社長、なぜイタリアをお選び

になったんですか。

（青木社長）イタリアに住みたかったというのが

一番だと思うんですけれども（笑）。

̶̶̶憧れですか。

（青木社長）はい。

̶̶̶イタリアのどちらに住まわれたんですか。

（青木社長）ミラノです。

̶̶̶ああ、いいですね。そして、そこではどの

ようなお仕事を始められたんですか。

（青木社長）最初は、インテリアデザインとか、

インダストリアルデザインとか、そういった仕事

がしたいなと思ったんですけれども、あまりそち

らのほうからお呼びがなくて。で、アパートの隣

にインターネットベンチャーの会社があって、そ

こにたまたま行ったことがきっかけで、「ああ、

こっちのほうが面白いな」と思って、そのインター

ネットベンチャーで働かせていただきました。本

当に小さな会社だったので、もう手づくり感いっ

ぱいという感じなんですね。ところが、その会社

が、上場するとか、事業を売却するとか、そんな

大きな話をしているので、「ああ、これは面白そう

だな」と思いまして、なんか見よう見まねでやっ

てみたいなと思いました。

̶̶̶それで、ご自身もインターネットに興味を

持って、会社をおつくりになったんですか。

（青木社長）そうなんです。

̶̶̶実際にはどのようなことをそこでされてい

ました？

（青木社長）ウェブサービスを立ち上げようとい

うことで、ウェブサイトをつくって、そこでヨー

ロッパの情報を日本向けに提供するっていうよう

な事業にしようとしていました。

̶̶̶そこでは何年ぐらい活動を？

（青木社長）10年ぐらいはやってましたね。

̶̶̶そうですか。その後、帰国されますよね。

（青木社長）はい。

̶̶̶2008年に帰国されたそうですけれども、

これは何かきっかけがあったんですか。

（青木社長）自分で会社をつくったんですけれども、

本当に事業にはならなくて、事業モデルもよくわ

からない。そういったところで、ウェブの情報を

見て、日本のお客さんが声をかけてくださったと。

で、ご依頼していただいたのはイタリアの市場調

査だったんですけれども、なので、「ああ、これは、

顧客を知らないと、お客さまを知らないと、全然

事業ってできないんだな」っていうことを、そこ

で初めてわかりまして、それで日本に帰って、ちゃ

んとお客さんのことを知ろうというふうに思いま

した。

̶̶̶国内での準備期間を数年経て、そして去年、

2014年に、中小企業庁の起業・創業支援の補助

金を受けて前橋で会社を設立されたわけですけれ

ども、この起業の場所として、例えば選択肢とし

ては東京もあったかと思うんですね。その中で、

ご自身が生まれたこの前橋を選んだのはどうして

ですか。

（青木社長）なんか東京は結構長く住んでいて、

私にとっては東京＝大企業の経験だったので、な

かなかその中で自分が小さな会社を一人で設立し

て入り込める余地っていうのが見えなかったんで

すね。それと、前橋はやっぱり非常にスペースが

あって、自然環境がよくて、これはなんか潜在力

があるんじゃないのかなというふうに思って、前

橋にしました。

̶̶̶創業の際に補助金の制度をご利用になった

ということですけれども、これはどのような制度

ですか。

（青木社長）これから事業を始めたいという人が

事業計画を提出して採用されますと、補助金とい

うことで、３分の２の経費を持っていただけると

いう制度です。

̶̶̶実際にご利用になってみて、いかがですか。

（青木社長）まず、ビジネスプランをつくるとい

うところが大変な作業なんですけれども……。

̶̶̶ええ、そうですね。

（青木社長）はい。そのときに、いろいろな方が

アドバイスをしてくださって、これはやっぱり前

橋にいて本当に得したなと思うんですけれども、

まず私は認定機関として前橋商工会議所さんにお

願いしたんですけれども、前橋商工会議所さんで

もいろいろアドバイスしてくださいまして、それ
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から、前橋市役所さんのほうにもご相談に行きま

したら、創業支援塾というのが無料で開催されて

いまして、そういったところに呼んでいただいて、

いろんなアドバイスをしていただいたっていうの

があります。

̶̶̶その人的支援という意味で、手厚いという

ことなんでしょうか。

（青木社長）はい、そうです。

̶̶̶ただ、ビジネスプランをおつくりになるま

でちょっと大変だったなんてお話がありましたけ

れども、今後そういうのをぜひって思っていらっ

しゃる方に、どんなところが大変だったか教えて

いただいてもいいですか。

（青木社長）そうですね、まだビジネスになって

いないものを、例えばこれで売上幾ら出るんだと

か、あるいは、どうやって売るんだとかっていう

のを、これからやるのでわからないですっていう

のが本音だと思うんですけれども……。

̶̶̶そうですね、おっしゃるとおりですね。

（青木社長）で、それをあらかじめ書かなければ

いけないというところがありまして、その辺は本

当につくり話なんですけれども、それでいいんだ

と思うんですね。それで、まずはこれで書いてみ

て、やりながら直していくと。あるいはそこで皆

さんの意見を聞くということで、完璧なものとか、

これで絶対大丈夫ですみたいなことを狙わなくて

もいいんじゃないかなということがわかりまし

た。

̶̶̶また、そういった中で、先ほど青木社長が

おっしゃったように、周りの皆さんが、こういう

ふうにしたらいいんじゃないのなんていうふうに、

まずつくって持っていくことで、アドバイスをし

てもらえるというふうになっていくんでしょうか

ね。

（青木社長）はい、そうですね。全くそのとおり

だと思います。

̶̶̶そして、昨年、会社を立ち上げられて、現

在の具体的な事業についても、今日はぜひ、ご紹

介いただければと思うんですけれども、どのよう

なことを現在なさっていますか。

（青木社長）去年、夏休みに女子高生のためのワー

クショップをやらせていただきまして、そこで女

子学生の方にいろんな職業の方とお話ししてもら

おうというのが一つ。それからもう一つは、アプ

リの企画をつくってもらおうというのがありまし

て、本当に短い時間で女子高生の方が面白いアプ

リの企画をつくってくれました。

̶̶̶その女子高生と一緒になさるというのは、

何かそれは青木社長の中で、事業のコンセプトの

一つなんですか。

（青木社長）そうですね、女子高生とか、女子大

生とか、学生の社会に対する影響力っていうのが、

もしかしてとてもあるんじゃないのかなと思いま

して。で、それを発揮する場所をつくりたいとい

うのが、私の事業のコンセプトなんです。

̶̶̶ええ、ええ。それはどういったところから

そういうふうに思われたんですか。

（青木社長）インターネットが非常に発達していて、

皆さん、いろんな情報がYouTubeとかで見られ

ると思うんですけれども、その中で学生さんたち

が、大人がやっていることが自分でもできるし、

自分のほうがもしかしたらうまくできるっていう

ふうなことに気付いているんじゃないのかなと。

で、せっかく気付いているのだから、そこで発表

する場所というのが必要じゃないかなと思いまし

た。

̶̶̶具体的には、今始めている幾つかのことと

いうのは、もう形がほぼでき上がっているもので

すか。それとも、今後まだまだ発展させていくも

のですか。

（青木社長）もう本当にこれからなんですけれども、
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今一つやっているのは、女子大生と一緒に英会話

アプリをつくっています。

̶̶̶どんなアプリですか。

（青木社長）ワンフレーズ英会話で、英会話って

難しいことじゃなくて、「本当に相づち一つ入れれ

ば、会話って成立するよね」っていうことで、そ

のワンフレーズを漫画の一コマに入れて、スマー

トフォンで見たり聞いたりすることができるって

いうアプリです。

̶̶̶それはやっぱり海外経験をしているからこ

そわかるっていうことなんでしょうかね。

（青木社長）うーん、そうかもしれないですけれ

れど、はい。

̶̶̶それから、ワークショップなどもなさって

いるそうですね。こちらはどうですか。

（青木社長）ワークショップは、やっぱりアプリ

を企画するとか、あるいは商品とか、サービスと

かをつくるためのワークショップというのをやり

たいなと思っています。

̶̶̶具体的にはもうスタートしていますか。

（青木社長）これはまだです。

̶̶̶今後ですね。

（青木社長）はい。

̶̶̶ぶしつけな質問で恐縮なんですが、そのア

プリであったり、ワークショップという中で、収

益というのは見込めるものですか。

（青木社長）そうですね、本当にそれは考えない

と事業にならないので、一番に考えなければいけ

ないことだと思うんですけれども、アプリのほう

は、広告収入、あるいはバージョンアップした有

料サービスということでやっていきたいなと思っ

ています。で、あと、ワークショップのほうは、

企業さんとのタイアップで、企業さんへのフィー

ドバックということで収益を上げたいなと思って

います。

̶̶̶今後また、ますますお忙しくなりますね。

（青木社長）だといいんですけれども、はい。

̶̶̶最後に夢をお聞かせいただけますか。

（青木社長）やっぱり若い人のアイデアが社会の

中にもっと反映されるようになると、社会がもう

本当に若返って明るくなるので、そんなことを目

指していきたいと思っています。

̶̶̶今日は前橋市のステージミント株式会社、

青木洋子社長にお話を伺いました。青木社長、あ

りがとうございました。

（青木社長）ありがとうございました。

●エピローグ
　夢への挑戦をテーマに、明日へ向かって走って

いる人を応援する番組「チャレンジ・ザ・ドリー

ム」。番組前半は、県内外にスーパーマーケット

を展開する株式会社フレッセイの植木威行社長へ

のトップインタビュー。そして後半は、前橋市の

ステージミント株式会社の訪問インタビューをお

届けしました。トップインタビューの模様は、ポッ

ドキャスト配信も行っています。FMぐんまホー

ムページの「チャレンジ・ザ・ドリーム」のサイ

トをご覧ください。

　次回の放送は、来月２日木曜日の正午から、再

放送は４日土曜日の午前８時からです。

　「チャレンジ・ザ・ドリーム～群馬の明日をひ

らく～」、この番組は「頑張るあなたを応援しま

す！群馬県信用保証協会」の提供でお送りしまし

た。ご案内役は、私、奈良のりえでした。

ＦＭぐんまと当協会の共同制作番組

チャレンジ・ザ・ドリーム
～群馬の明日をひらく～
【５月の放送のお知らせ】

平成27年５月７日（木）12:00～12:55

再放送　 ５月９日（土）  8:00～  8:55

ぜひお聞きください！

29


